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１９９２年のリオデジャネイロの地球サミットで、世界は「サステイナブル（持続可能

な）」社会を作り上げることが２１世紀の最大の課題であることを確認し、わが国は翌

１９９３年「環境基本法」を公布しました。鳥取環境大学は、この２１世紀最大の課題

「環境」「持続可能な社会」に関心を持ち、希望に満ちた２１世紀の日本を作ろうという

意欲のある若人を育てることを目的とした大学です。環境問題は科学技術の問題でも

ありますが、同時に我々国民の意識と行動、社会の仕組みの問題でもあります。鳥取環

境大学は環境問題を社会の視点から捉え、「自分で考え、自分で解決の為に行動する」

若者を育てることを目指します。「環境問題」は自立できる若者を教育するためのテー

マです。その為に「プロジェクト研究」により学生が自分達で考え、行動し、問題を解決

する教育をします。先生は学生のアシストに徹する教育方法です。英語では「話せる英

語」を目標としています。教授陣はそれぞれの分野で一流の先生ですし、実業界からも

多くの先生をお迎えし、社会で役に立つ教育を目指しています。

鳥取環境大学は、鳥取県と鳥取市が設備をつくり、学校法人が運営する、所謂公設民営

の大学です。地域の強い支援を受け、開かれた大学を目指しています。今回創刊するこ

とになりましたこの学報では、半年に一度、私たちの大学づくりの様子をお知らせし

ていきます。是非とも鳥取環境大学の教育への取り組みとその成果を、会社で、そして

社会でご確認頂きたいと考えております。

このたび、鳥取環境大学のさまざまな活動やニュースを皆様にご理解いただく一助と

して、学報を創刊することとなった。

開学３年目を迎え、第１期生も今春から３年生になる。大学生活の中間地点に立ち、社

会へと羽ばたく時が近づいてきたことを、学生自身はもちろん教職員一同、大きな期

待と緊張感を持って実感している。この２年間、我々は「人と社会と自然との共存」と

いう理念の下、２１世紀を生き抜く力を持った社会人となるように学生たちを育てて

きた。それは、確かな知識・技能と豊かな発想力を兼ね備えた人材、継続して合理的な

努力を続けられる人材、そして、自らの考えを説得力をもって伝えられる人材である。

同時に、我々は全学を挙げて開かれた大学づくりにも力を注いできた。本学の教員の

うち５１％は理科系出身者で、センサーの専門家、交通管理の専門家、ソフトづくりの

専門家などがいて、その多岐にわたる専門分野から時代の最先端を見つめている。文

科系の教員もまた、森林問題、農業問題の専門家や税務の専門家として、同じようにさ

まざまな時代の動きを見つめている。彼らは、授業やプロジェクト研究などを通じて、

実践的かつ学生の知的好奇心・問題意識を掘り起こす教育を提供するだけでなく、共

同研究などを通じて、地域に根ざした産学官連携の活動を積極的に進めている。

我々の新しい学報が、新しい教育や技術開発のヒントとなり、新しい産学のつなぎ目

や社会との連携がここから生まれてくることを期待している。
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■平成9年6月

鳥取県と鳥取市が

「大学設立準備委員会」を設立

■平成11年3月

鳥取環境大学設立準備財団を設立

■9月

文部省に大学設置認可を申請

■12月

大学の建設工事に着工

■平成10年3月

県議会、市議会にて
「新大学基本計画」を承認

■平成14年4月

第2回入学式（新入生３９４名）

■11月

第2回環謝祭（学園祭）

■平成13年1月

初の入学試験実施

■3月

若葉台の新キャンパスで事務を開始

■4月

鳥取環境大学 開学
鳥取環境大学教職員辞令交付式

第１回入学式（新入生４９６名）

鳥取環境大学を支援する会による
新入生ウェルカムパーティ

■6月

開学記念式典

■10月

第１回環謝祭（学園祭）

鳥取環境大学は、これからもいろいろな可能性を創出していきます。

鳥取環境大学沿革

平成 平成 平成 平成 平成 平成

■平成12年2月

文部省一次審査を通過

■6月

「環境大学の学生に対する
鳥取市奨学金」が設けられる

文部省2次審査申請

■10月

文部省実地審査

初のオープンキャンパス
（来場者延べ６１８名）

■12月

文部省より大学設置認可

鳥取環境大学報　創刊号　平成15年3月20日



平成15年2月現在の鳥取環境大学。

849人は在学中の学生数。4年生まで揃う平成16年4月からは、

約1,500人の学生がこのキャンパスで学ぶことになります。

52人は専任教員数、35人は事務職員数です。1頭は動物で唯一、本学の正式メンバーになって

いる山羊の「ヤギこ」です。学生・教職員のアイドル的存在で、ヤギ部部員17名が、交代で世話

をしています。近々、庭付きの家（山羊小屋）に引っ越す計画もあります。

文化系

スポーツ系

２,８９１冊

平成１３年度

６,９８７冊

平成１４年度
（平成１５年２月末現在）

鳥取環境大学の敷地面積は、甲子園球場の約4.4倍、175,319.42m
２
あります。こんな広大

な敷地に、大学本部、講義棟、実験・実習棟、情報メディアセンター、体育館等の施設が建ち、そ

の延床面積は２７,５８４.８０m
２
になります。

●１

●２ ●３

●４

●５

●６

●７
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●１実験・実習棟
●２教育研究棟
●３情報処理棟
●４講義棟
●５大学本部
●６情報メディアセンター
●７学生センター
●８体育館
●９クラブハウス

これは、本学の教員が学外の企業・機関・自治体と行った

共同研究・受託研究の件数です。

初年度（平成13年）の4件から、平成14年度は15件と

大きく増加しました。本学の教員は、環境政策・環境デザ

イン・情報システム・英語教育の各分野の専門家で、実業

界で高い実績を挙げてきた研究者も多数います。これか

らも地域に開かれた大学として、共同研究や受託研究、

技術相談などに積極的に取り組んでいきます。

キャンパスに設置されている太陽電池は、全部で120枚。

季節や天候にもよりますが、1時間あたり20kwの発電能

力があります。平成14年1月からの1年間の総発電量は

10,782kw。これは平均すると100wの電球12.3本を

365日24時間点灯しつづけられる計算になります。

学生食堂からでる材料くずや残飯は、すべて

コンポストにされています。毎月約30kgの

コンポストが作られています。

キャンパス内に設置されている、パソコン用情報コンセントの数です。

学内いたるところで、インターネットやEメールを使えるように整備

されています。

これまでの公式見学者の人数です。地元鳥取の

方だけでなく、オランダの元首相やモンゴルの

副官房長官などにもご訪問いただきましたが、

充実した設備、環境への配慮、プロジェクト研究

などの特色ある教育内容に、一様に感心してい

ただいています。

このほか、学園祭やオープンキャンパスの来場

者も含めると、開学以来2年間で1万人以上の

方が本学を訪れました。Tottori University of Environmental Studies Navigation

それぞれ、ただいま増殖中の

クラブ・サークルの数です。

鳥取環境大学にまつわるいろいろな数字たち。
いつもとはちがった角度で
鳥取環境大学をのぞいてみてください。

開学以来平成15年2月までに

情報メディアセンターから貸し出された書籍冊数です。

ちなみに平成15年2月までに89,833人が情報メディ

アセンターを訪れ、累計で166,374人が利用したこと

になります。

太陽光をキャッチ！

情熱の玉手箱

全部で15の学生専用の研究室が

あり、学生は24時間いつでも使用

できます。学生の個人用ロッカー

もここに置かれています。

ますます増えています。

ぞくぞく誕生しています！！

たくさんの出合いたくさんの出合い

〈これまでの研究内容〉

●ソフト・ネットワーク・データベース等
　 IT関連の研究、調査等

●建築関連の研究、調査、検査等

〈これまでの研究内容〉

●ソフト・ネットワーク・データベース等
　 IT関連の研究、調査等

●建築関連の研究、調査、検査等

●河川環境の浄化に関する研究

情報メディアセンターの蔵書

数です。和書43,000冊、洋書

6,000冊。他にもビデオ530点、

CD-ROM260点、DVD210点、和雑誌74タイトル、

洋雑誌15タイトルが揃っています。インターネットに

よる所蔵情報の検索もできます。
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学内だけでなく、地域に活用される情報拠点として、開かれた情報メディアセンターを目指します。

　本学では、平成13年に就職委

員会を発足させ、理事長・常務理

事をはじめ就職担当職員・教員が

県内外の企業を訪問し、求人開拓

をしています。また、企業懇談会、

就職ガイダンスを開催したり、就

職に有利な情報処理技術者試験、

TOEIC、簿記検定等の受験を奨

励しています。

　本部講義棟1階には、就職相談

コーナーを設置。インターネット

による就職情報の検索が可能です。

その他、就職に関する書籍や問

題集、雑誌、企業情報などの閲覧

が可能です。

　また毎週土曜日には、2・3年生

を対象にした就職試験対策講座

を開設しています。さらに3年次

選択科目として、インターンシッ

プを実施しています。

鳥取環境大学の就職支援

情報メディアセンターは、学術情報を集積・管理する図書館（閲覧室）、情報ネット

ワークの心臓部にあたるネットワーク機器室を備えた本学の情報拠点です。

当センターでは、書籍等の貸出・相談のほか、情報機器類の貸出やパソコンに関す

る相談の窓口として、様々なサービスで学生を支援しています。

また、閲覧席には情報コンセントが備えられ、開館中はいつでもパソコンを学内ＬＡ

Ｎやインターネットに接続して学習や研究ができるようになっています。

月～金曜日　午前9時から午後6時まで

土 曜 日　午前9時から午後3時まで
※春夏冬の各期休業中は開館時間が変わりますのでお問合せ下さい。
　また、開館時間等の情報は上記ホームページでもご覧いただけます。

〈開館時間〉

関西地区及び中部地区企業懇談会の実施
平成14年9月6日に大阪で、関西地区の企業27社の人事担当者を招き、初めての企業懇談会

を実施しました。野田・都倉両副学長のほか教職員が出席し、各企業の人事担当者と活発に懇談

と情報交換を行いました。

平成15年2月18日には名古屋で中部地区の企業13社の人事担当者を招いて企業懇談会を実

施しました。八村理事長、加藤学長、野田・都倉両副学長のほか教職員が出席しました。企業側か

らは「心身共に元気のある学生」を採用したいとの意見が多数を占めました。

就職試験対策講座の開催
平成14年10月より2年生を対象として企業向けと公務員向けの2つのコースの就職試験対策

講座を開講。現在176名が受講しています。公務員コースは約1年半のロングラン。新3年生向

けに、就職試験対策講座の追加募集も行います。

就職ガイダンス予定

個人相談は随時行います。

4月

11月

大学生活と就職

就職の意識付け

4月

5月

6月

8月

9月

11月

1月

就職ガイダンス
適職診断テスト

適職診断テスト活用セミナー

就職試験対策講座ガイダンス

就職試験対策講座ガイダンス

他大学就職部長の講話

２年生でやっておくべき事

就職活動への心構え

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

求職手帳配布
採用試験１日シミュレーション

自己分析の進め方

エントリーシートの書き方

面接対策講座
インターンシップの事前研修

インターンシップへの参加

就職活動への具体策

SPI就職模擬テスト
就職試験模擬テスト
企業人の講話

課題作文対策セミナー
企業人の講話

公務員模擬試験
面接対策講座・マナー講座

面接対策講座

本学での企業説明会（県内県外企業他）

4月

5月

上場企業内定時期
公務員人事委員説明会（願書提出にあたって）

本学での企業面接会（県内企業他）
公務員試験開始

1年次
年2回のガイダンスを予定しています。

年8回のガイダンスを予定しています。

ほぼ毎月ガイダンスを予定。
個人相談は随時行います。

2年次

3年次

4年次

当センターは学外の方にも開放しています。また、所蔵情報はインターネットで公開しています。

鳥取環境大学を卒業後、一人一人がそれぞれの夢をつかみとってほしい。
そんな気持ちで全力サポートしています。
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就職支援



4月 9月

10月

11月

2月

1月

12月

5月

6月

7月

●平成14年度入学式（第2回新入生394名）

●学長公舎完成　

●放送大学と

　単位互換協定締結（仏・独・ス語）

●地球に優しいリサイクル型社会を考える環境シンポジウム

●オープンキャンパス

●第17回国民文化祭とっとり2002

　夢フェスタとっとり　美術展「デザイン」

●第2回環謝祭（学園祭）�

●ホームページリニューアル

●文部科学省「オープンカレッジ」初参加

　衛星放送による公開講座（全3回）

　テーマ：コンピュータと通信

　講師：情報システム学科秦野諭示教授他2名

●プロジェクト研究発表会

●鳥取県立図書館と図書館相互利用協定締結

●ＩＳＯ14001認証取得

●NHK公開セミナー「南極への旅」

　共催：NHK鳥取放送局他

●海外語学研修

  （ニュージーランド

　　ユニテック工科大学）
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平成14年度キャンパスニュース

入試カレンダー

受賞・表彰情報

　加藤尚武学長

　建築学会文化賞受賞

　都倉信樹副学長

　情報処理学会功績賞受賞

　情報システム学科福山峻一教授

　情報処理学会・平成13年度論文賞受賞

●第１回鳥取環境大学公開講座（全4回）

 　テーマ：ITS=高度交通システム

 　講師：情報システム学科鷲野翔一教授

　都倉信樹副学長

　日本工学教育協会賞論文・論説賞受賞

　環境デザイン学科堀越英嗣教授

　インテリアプランニング賞2002優秀賞受賞

●鳥取環境大学を支援する会より弓道場設置に寄付

8月

●オープンキャンパス�

●プロジェクト研究発表会

●第2回鳥取環境大学公開講座

　テーマ：コンピュータと通信

　講師：都倉副学長他4名（全5回）

●保護者と教職員による教育懇談会

  （全国5都市において）

　環境デザイン学科堀越英嗣教授

　2002年度グッドデザイン大賞（グランプリ）受賞

　環境デザイン学科2年

　山口容子さん

　鳥取県青少年建築アイデアコンテスト

　最優秀賞受賞

　同2年石黒恵さん

　同1年富岡隼翁さん

　佳作受賞

２２、２９日

２０、２７日

１６・１７日

８日

８・９日

５日

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

◆第1回AO入試

◆第2回AO入試

◆一般公募制推薦入試（本学、大阪）

◆自己推薦入試

◆大学入試センター試験（試験会場）

◆一般入試A方式（全国9会場）

◆センター試験利用入試（前期）

◆一般入試B方式（全国3会場）

◆センター試験利用入試（後期）

平成14年度入学式

学長公舎

鳥取県青少年建築アイデアコンテスト
最優秀賞受賞作品

単位互換協定締結式

オープンキャンパス

海外語学研修

山口容子さん

平
成
14
年

平
成
15
年



7月TOPICS

平成15年1月28日、鳥取県立図書館と本学情報メディアセンターと

の間で、両館の相互協力にかかる調印式が行われました。この協定

により、本学の学生・教職員は情報メディアセンターを窓口として鳥

取県立図書館の資料を利用できます。また、学外の方も鳥取県立図

書館を通じて本学の資料を利用することが可能となりました。

本学の公開講座は地域の皆様の知的好奇心にお応えします。毎年さまざまな

専門的テーマをわかりやすく解説する人気の公開講座を今年も開催いたします。

●開催時期：9～10月頃

●講座内容：「環境」をキーワードとしたシリーズを予定
詳細が決定しましたら、本学ホームページ、市報等でお知らせいたします。

毎年好評のオープンキャンパスを今年も実施します。

3日

4日

5・7～9日

10日

12・19・26日

履修ガイダンス

入学式

フレッシャーズセミナー

平成15年度
前期授業開始

就職対策講座

4月
5・12・19日

24日

28～31日

就職対策講座

プロジェクト研究発表会

前期試験

8月
10・17・24・31日

31日

就職対策講座

オープンキャンパス

5月
1日

2・3日

前期試験

オープンキャンパス

保護者懇談会（8～9月）

9月
オープンキャンパス

平成15年度
環境法政策学会

就職対策講座

1日

7日

14・21・28日

6月
26日

27日

後期履修ガイダンス

就職対策講座

　平成9年の設立以来、法制度、政策や行政の

あり方に関するさまざまな提言を行ってきた環

境法政策学会が、鳥取環境大学において開催さ

れることになりました。

　平成15年は「新環境基本法制定10周年」とい

う節目の年です。これを記念して、新法制定後10

年間の歩みの検証と将来展望を行います。

　また、今回の学会では「地域と学会のコラボ

レーション（協働）は可能か？」というサブテー

マを設け、会員以外の方が参加できる特別シン

ポジウムも計画されています。

　詳細が決まり次第、ホームページ等で改めて

皆様にお知らせします。ご期待ください。

環境法政策学会が鳥取環境大学で
開催されることになりました。

平成15年6月7日（土）

環境基本法誕生から10年をふりかえる
　　　　　　　　―検証と展望―

開催日

テーマ

当日は学長の特別講義をはじめ、各学科の体験授業、キャンパス

見学ツアー、在学生と語ろう！コーナー、進学相談コーナーなど、

実際の大学生活を体感できるコーナーが盛りだくさんです。本学

をよりよく知っていただける良い機会ですので、ぜひお越し下さい。

お問合せ先

お問合せ先

入試広報課　TEL.0857-38-6720

日時
各日程ともに
10：00～16：00

5/31（土）・6/1（日）

8/2（土）・3（日）

10/5（日）

〈応募方法〉ハガキまたはe-mailでご応募ください。

　　　　　ハガキ１枚またはe-mail １件につき5点までご応募できます。

　　　　 応募にあたっては次の事項を記載してください。

　　　　　●愛称　●ネーミングの趣旨、意図　●氏名　●年齢　●職業（学校名）

　　　　　●郵便番号　●住所　●電話番号　●e-mailアドレス

〈締 切り〉平成15年6月30日（月）（消印有効）

〈発 　表〉平成15年10月発行予定の第2号紙面にて。
※採用された方には直接ご連絡を差し上げます。
　なお、応募作品の一切の権利は主催者に帰属します。
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鳥取環境大学報　創刊号　平成15年3月20日

※鳥取環境大学ホームページからでもご応募いただけます。

鳥取環境大学報は、本学の活動やニュースを広く学内外に

お知らせするため、春・秋の年2回発行します。

この学報に素敵な名前をつけてください。採用作品には

副賞を差し上げます。（同名多数の場合は抽選とさせていただきます。）

http://www.kankyo-u.ac.jp/aishou
ご応募先・お問合せ先

〒689-1111　鳥取市若葉台北一丁目1-1　鳥取環境大学　事務局総務課「愛称募集係」（担当：澤田） 

図書情報課　TEL.0857-38-6730

登録番号EC02J0318

本学は、環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）

の国際規格である「ＩＳＯ14001」の認証を、

平成15年2月26日付けで取得しました。本

学の環境管理の活動には、一般的な環境負

荷低減活動（電力削減、コピー使用量削減など）

に加え、地球環境の保全と回復のための人

材の育成、研究の推進、地域社会への貢献活動などがあります。

また、本活動には、学生も参加しています。具体的には、学生が

内部監査員として実際に監査をおこなうなど、学生側の推進組

織としての「学生ＩＳＯ委員会（愛称：学愛）」が活躍しています。

大学の扉を
開いてみ

ませんか？

大学の扉を
開いてみ

ませんか？

大学の扉を
開いてみ

ませんか？

TEL.0857-38-6704
［E-mail］ info@kankyo-u.ac.jp


